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要 旨 ：　 砂利 と 山砂 ， 砕石 と海砂 の 組 み 合わ せ で 調合 し た普 通強度 ， 高強 度 コ ン ク リ
ー

ト

を使用 し て ，
「加熱す りもみ 法 」 に よ る高品 質再 生骨 材 の 回収 試験 を行 い ，骨材 起源 と コ

ン ク リ
ー

ト強 度 の 違 い が 骨 材 回収 技術に 及 ぼ す影響 を把握 し た 。さら に ，普通 骨材 に 規定

され て い る 品 質試験 を 実施 し て ， JISA5005 及 び JISA5308 の 骨材規格 値を満 足す る再

生骨材 が得 られ る こ とを確認 した。
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ワ
ー

ド ： コ ン ク リー ト塊 ，
加 熱 す り もみ ，再 生 骨材 ，砕 石 ，海 砂 ，モ ル タ ル 付 着率

　 1．　 は じめ に

　建設産 業は ， 全産 業 の 5 割 に 相 当す る 11 億

トンもの 資 材 を利 用 し て い る
一

方 で ，産 業全体

の 2 割に 相当す る廃棄物を排 出し て い る
1）

。 21

世紀 を迎 え る に 当 た り，大 量生 産 大 量 消 費 の

消費 型 経 済 か ら資源 循 環 型 経済 への 転換を 求

め られ て お り ， 建 設 産 業 の 方 向性 は 極 め て 重

要な位置づ け とな っ て い る。

　 こ の よ うな状 況 の 中 で ， 高度成長 期に 建造

され た 建 造 物が解体時 期 を迎 え ，
コ ン ク リ

ー

ト塊 の 発 生 量 が 増 大 し た 場 合 ， 路 盤 材 以 外 の

再利用 用 途 の 確 立 が 必 要 と な る 。過 去 ， 十年

以 上 コ ン ク リ
ー

ト用骨 材 と し て 再 利用 す る た

め の 研 究開発 が行わ れ て きた が
2）

， 破 砕粒 度

調整 し た コ ン ク リー ト塊 を使 用 した コ ン ク

リ
ー

トの 調 配 合や 施 工 方法 の 開発 が 大半 で ，

コ ン ク リ
ー

トの 耐 久性 に 課 題 が あ る こ とが懸

念 さ れ て い た 。

　 そ こ で ，筆者 らは，通 常 の レ デ ィ
ー

ミク ス

トコ ン ク リ
ー

トと し て 再利 用 を可 能 に す るた

めに ， 普通 骨 材 と同 等 品質 の 高 品 質再 生 骨材

の 回収 技術の 開発 を行 っ て い る
3）

。 こ の 技術

は コ ン ク リ
ー ト塊を 300℃程度 で 加 熱 して ，

セ

メ ン トペ ー
ス ト部 分 を脆 弱 化 し た後 ，骨 材 を

破砕 し な い 程度 の 摩砕 作用 で 骨 材 に 付着 し た

モ ル タ ル や セ メ ン トペ ース トを 選 択 的 に 除 去

す る もの で ，
「加 熱 す りもみ 法 」 と称 し て い る。

　 こ こ で は， コ ン ク リ
ー

トに使 用 され た 骨 材

の 種類 ， コ ン ク リー ト強度 の 違 い が ， 高品 質

再生 骨 材 の 回収 技 術 に及 ぼ す影 響 を把 握 す る

こ とを 目的 と し た 。す り もみ 処 理 の 支配 要因

と し て は ，   媒 体 量 の 適 正 化 と  ミ ル 回転 数

の 制 御 が あ る。本 報 告で は ， ミル 回 転数 を効

率 的 と 考 え ら れ る 臨 界速度 の 約 70％
一
定 で 行 い ，

媒 体試 料 比 を パ ラ メ
ータ ー

と し て ，骨 材品 質

及 び 回 収 率 を検討 し た。さ ら に ，普 通骨 材 が

有 す る 基本 的な物性 を測定 し
， JIS 同等品質で

あ る こ とを確 認 した。

　2．試 験概要

　 「加 熱す り もみ 法 」 を活 用 した試 験 プ ラ ン

トを使 っ て ， 元 々 の 使 用 骨材 と し て砂利／山砂

と砕石 （粘板岩、石 灰 岩）／海砂の 3 種類の コ ン

ク リー ト塊 を試験体 と して ， JIS　A　5308 ，
　 JISA

5005 の 骨材 規格値 を満 足す る 再生骨 材 を回 収

で きる こ と を検討 した。 さら に， コ ン ク リ
ー
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ト強 度 の 違 い が 再 生 骨材 の 回収 に 及 ぼ す影 響

を 2 種 類 の 高強度 コ ン ク リ
ー トを 用 い て 検 討

し た 。試 験 水 準 を 表 一1 に 示 す 。

　　　　　　　 表
一1　 試験 水 準

原 骨 材 の 種 類 の 影 響

粗 骨材 細 骨材
コ ンク1一ト強度の

　 　 影響
種類 岩質 種類

砂利 硬 質砂 岩 山砂 普 通

普通

砕 石

粘板 岩 海 砂
高 強度

普通
石 灰 岩 海砂

高強 度

　 2．1 試 験 体

　 （1）砂 利 と山砂 起源 の 試験 体 コ ン ク リ
ー

ト

　千葉県 富津市の 砂採取現場 に お け る 輸送設

備 を納 め た 現場 打 の ボ ッ ク ス カ ル バ ー
トの 解

体 コ ン ク リ
ー

トを使 用 し た。 ジ ャ イ ア ン トブ

レ ーカ ーで 粗破砕 し た 後，ジ ョ
ーク ラ ッ シ ャ

ー

で 50mm ア ン ダ
ー

の コ ン ク リ
ー

ト塊 を調 製 し た
。

　 解体 前 に Φ 10c旧 の コ ア を採取 し，コ ン ク リー

ト強度 と 5％塩 酸 で ペ ー
ス ト部分 を溶 解 処 理 し

て 骨材 の 品 質 と含 有率 を調査 し た。

　対 象 構 造物 の 概 要 を表
一2 に ， コ ン ク リ

ー
ト

及 び骨材 の 物性 等 を表
一3，4 に 示す。

　 （2）砕 石 と海砂 起源 の 試 験体 コ ン ク リ
ー

ト

　砕 石 （粘 板岩 ，石 灰 岩 ） と 海 砂 の 組 み 合 わ

せ で ，
コ ン ク リー ト強度 の 異 な る コ ン ク リ

ー

ト試験 体 を作製 した。 コ ン ク リ
ー

トは 30cm の

板 状 に 成型 し て 35 日 間 の シ
ー トを か け て 養生

を行 い ，強 度発 現 を確認 し た 後 ，ジ ャ イ ア ン

トブ レ
ー

カ
ー

とジ ョ
ー

ク ラ ッ シ ャ
ー

を使 っ て ，

最大寸 法 25mm の コ ン ク リー ト塊 に 調製 した。

　 試 験 体 コ ン ク リ
ー

トの 材 料 及 び コ ン ク リ
ー

トの 調 合 を表
一5，6，7 に示 す。

表一5　使用骨 材の 品質

骨 材 の

種 類

岩 質 等 絶 乾 密 度

（9／c皿
3
）

吸 水 率

　（％）

粗 粒 率

粗 骨 材

（砕 石 ）

粘 板岩 2．69 O．406 ．60
石 灰 岩 ＊ 2．69 o、406 ．63

細 骨 材 海 砂 2．53 1，512 ．59

＊　BS 破砕 値 23．1％

　　　 表
一6 試 験 体 コ ン ク リ

ー
トの 仕様

記

号
粗骨 材 細骨 材

呼 び

強 度

（N／  り

目 標 ス

ラン フ

（cm ）

目　標

空 　気

量  

S　i 粘 板 岩 海 砂 24 184 ．5
S−2 粘板 岩 海 砂 48 234 ．5
し
一i 石 灰 岩 海 砂 24 184 ．5

L ．2 石 灰 岩 海 砂 48 234 ．5

表一7　 試験体 コ ン ク リ
ー トの 調合 と 圧縮強度

表
一2　対象構造物 の 概要

単 位 量 （kg加 り
圧 縮強 度

（N／皿
2
）

発 生 場 所 千 葉 県 富 津 市 記

号

w〆c
（％〉

構 造 物
砂 採取 現 場 の ボ ッ ク ス カ ル バ ー

ト

（鉄 筋 コン ク リ
ー

ト造）
水

セメ

ント

粗

骨

材

細

骨

材

標
＊

準

養

生

封 ‡＊

緘

養

生竣 工 1970 年 （約 30 年 経 過 ）

呼 び 強度 210kg／cm2 Sl541853 ・i：19 ・【67 律且 26　 D26 ．9
s−236170 噌739 ’1577 且 53．153 、7

コ ン ク リ
ー・

卜
脚κ ： 60％

戸 〃 　 12cm L−1511853439467 ＆且 21，327 ，6
L236170 ・17394577 互 63．565 ．2

使 用 骨 材
粗 骨 材 ：静 岡 県 富 士 川 産 砂 利

細 骨材 ：干 葉県 富津 市 高溝 産 山砂 寧　率オ齢　2呂　日　　　孝 ＊　　材 齢　35　日

表
一3　 コ ン ク リ

ー
ト コ ア の 物性 試 験結果

採 取 部 位
圧 縮 強 度

（N加 皿り

ヤング 係 数

（× lo3N ／皿皿
2

）
ボ アソン比

床 部 35．6 29，7 0，19
壁 部 28，0 32．5 0，19
平均 31．8 31，1 0．19

表
一4　コンav− F塊中の 骨 材の 含有率 と 骨材品 質

岩 質
絶 乾密 度

（9〆cm3 ＞

吸 水 率

　（％）

含有 率 ＊

　 （％）

粗骨材 硬 質砂 岩 2，62 o．92 42．5
細骨材 砂 岩 2．59 1．56 42．7

＊　 100℃ 乾燥状 態 で の 質量割 合

　2．2 高品 質再 生 骨 材 の 回 収方法

　 （1）高 品質 再生骨材 回 収設備 の 概 要

　加 熱 す りも み 法 に よ る 処 理 能 力 約 300kg ／h

の 試験 設 備 の 仕 様 は ，以下 の 通 りで あ る。 シ

ス テ ム フ ロ
ー

と主 要 設 備 の 外観 を図
一1

， 写

真一1〜3 に 示す。

充填型 加熱設備

熱風吹 き込 み 方 式

　直径 約 O．　5m

　高 さ約 2．2m

写 真一1　加熱設備
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骨材 回収 設備

チ ュ
ーブ ミル

　直径約 0．7m

　 長 さ約 1．Om

　 最 大 80mm 鋼 球媒体

一

チ ュ
ーブ ミ ル

　 直径 約 O．　8m

　 長 さ 約 1．　6m

　最大 9mm鋼球 媒体

纏
榊

写 真一2 粗骨材回収設備

写 真一3 細骨材回 収設 備

充填型加黙設備
・加勲温度 ：一約300℃

　　　　　　　　　　　▲
・・・… rm 以下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 高品質再生細骨材

　 　 　 　 　 　 　 　 　
・
冊材寸法0，15〜3 闘

　 　 　 　 　 図
一1　 シ ス テ ム フ ロ

ー

　 2．3　骨 材回 収方法

　 （1）加 熱 工 程

　2，1 に 示 した コ ン ク リ
ー

ト塊 を ホ イ ル ロ
ーダ

等 で 受入 ホ ッ パ ー
に 投入 し た 。

　定 量供給機 を用 い て ，充填型加 熱設備 の 上部

か ら連 続投 入 し て ， 下部か ら吹 き込 まれ た熱 風

に よ っ て コ ン ク リ
ー

ト塊 を 300 ℃ 程度 に加 熱 し

た 。加 熱 され た コ ン ク リー ト塊 は ， 加 熱設備底

部 の テ
ー

ブル フ ィ
ー

ダ
ー

か ら排 出 され ， 粗骨材

回 収設備 に供給 した。

　 （2）粗骨材 の 回収 工 程

　チ ュ
ーブ ミ ル 型 の 粗骨材回収 設備 で 加熱 処 理

し た コ ン ク リ
ー

ト塊 をす りもみ 処 理 し た 。二 重

円筒 の 内 筒 に 施 され た 5m皿 メ ッ シ ュ か ら ，モ ル

タ ル 部 分 を連 続的 に 排 出 し ， す り もみ 効率 の 向

上 を図 っ た 。

　運 転条件は 、媒体試料比 を パ ラ メ ーターに ，

ミ ル 回 転 数 は
一

定 で 運転 した 。 5皿m ア ン ダ
ー

分

を細骨材回 収設備 に供給 し た。

　 （3）細骨材 の 回 収 工 程

　 チ ュ
ーブ ミ ル 型細骨材設備 を用 い て，粗骨 材

回 収 設備 か ら 排 出 され た 5mm ア ン ダーの モ ル タ

ル 塊 か ら細骨 材 を回収 した。す りもみ 処理 の 際

に 発 生 し た 約 0．15皿皿 以 下 の 微 粉分 は ミル 内通

風 に よ り ， 系外 へ 排出 して ， 集 じん 装置で 捕集

し た 。

　運 転 条件 は ，粗 骨材 回収 同様 に
， 媒 体試 料 比

をパ ラ メ ータ ーと して ミル 回 転数は 一定で 行 っ

た。ま た ， ミル 内 風 量約 10Nmヲ min で 行 っ た 。

　 2．4 骨材試験方法

　運 転が安定 した状態 で ，約 20kg の 骨 材を採

取 し，必 要量 ま で 縮分 し，以 下 の 試 験を実施 し

た。

  絶乾密度，吸 水率 （JIS　A　 llO9，　 JIS　 A　 mO ）

  粒形判定実積率 （JISA1104 ）

  粒度 （JISAllO2 ）

  微粒分量 （JIS　 A　 1103）

  BS 破砕 値 （JIS　 A　 ll21 ）

  塩化 物量 （JIS　A　5002 ＞

  ア ル カ リ骨 材反応 性

　 （JIS　A　5308（附属 書 7），　 JIS　 A　 1804）

  再生 骨 材 中 の モ ル タ ル 及 び セ メ ン ト付着 量

　 llO℃ で 24 時間 乾燥 した再 生骨材 を ポ リエ チ

レ ン 製 の 広 口 瓶 に 入 れ ，5％ 塩 酸溶 液を 再 生骨

材が 充分浸漬す る ま で 注 入 し， 盈 日 1 回 以上 の

割 合 で 攪拌 し ， 残 留 モ ル タル を溶 解 させ た。モ

ル タル 塊 に つ い て は ，
ハ ン マ

ー
等 を用 い て 骨材

を 粉砕 し な い よ うに破砕 し，極力 モ ル タ ル 分を

塩 酸 に 溶 解 させ た 。 5％ 塩酸 溶 液 は ， 試料 か ら

の ガ ス の 発 生 が 減少 した とき交換 し （最 低 1 日

1 回）， 期間 を 5 日 間 と し た 。

　 5 日 間 の 塩 酸 溶 解処 理 後 水 洗 し て
， 再 生 粗

骨材 の 中 で 5mm ふ る い に 留 ま る もの を粗 骨 材

量 ，再 生 細 骨材 の 中 で 5 皿皿
〜 0．15mm を 細 骨 材

量 と し て ， 絶 乾質 量 を測 定 し た 。

　再 生骨材 の モ ル タ ル 及 び セ メ ン ト付 着量 （M）

は ，次 の 式 に よ っ て 計算 した 。

　付着 量 ％ （M）＝ （a
− b ／kx100 ）／ ax100
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A ： 再 生骨材 の 質 量 （絶 乾状 態）

b ： 塩 酸処理 後 の 骨 材質 量 （絶 乾状 態）

k ： 原 骨材 の 5％ 塩酸不溶残 分量 （％）

　 3．試験結 果及 び考 察

　 3．1 再生粗骨 材 の 回収 結果

　再生粗骨 材 の 絶乾密度 と吸 水 率 の 関係 を図
一

2 に 示 す。絶乾密度 と吸水率に は
一．一

次 の 相 関が

認め られ ，再生粗骨材 の 品 質 を絶乾密 度 か 吸

水 率 の い ず れか で 評価 で き る こ とが分 か っ た。

　原 骨 材 の 種 類及 び コ ン ク リ
ー

ト強 度 の 違 い

で ，加 熱す り も み 法 に よ る 高 品質再 生 骨材 の

回 収 条件 に 及 ぼす影 響 を検 討 し た。媒 体 試 料

比 と絶乾密 度 の 関係 ，同 収 率 と絶 乾密度 の 関

係 を 図
一3

，
4 に 示 す 。 なお ，

こ こ で 示 し た 媒 体

試 料比 は 媒体 量 を試 験 体 コ ン ク リ
ー

ト及 び 、

5m旧 ア ン ダー
の 投 人 速度 で 除 した も の と 定義 し

た 。ま た 、回 収 率 は 、再生 骨 材 の 回 収 量 を コ

ン ク リ
ー

ト塊 中 の 含有骨 材 量 で 除 し た もの と

定 義 し た。
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　 図
一2　 再生粗骨材の 絶乾密度と吸水率の 関係
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図
一3　再生粗楙徊 収における媒体試料と品質

　　図
一4　 再生粗胃材の 回収率と絶乾密度の 関係

　  原骨材の 種類の 影響

　砂 利 起源 と砕 石 起 源 の 再 生 粗 骨 材 の 回収 に

お い て ，媒 体試 料 比 の 増大 に 伴 い ，再 生 骨 材

の 絶乾密度は 高くな る こ と が 分か っ た ，、

　砂 利 起源 の 場 合 ，今 回 試験 し た 範 囲 の 媒 体

試料 比 で は
，

い ず れ も JIS を 満 足 し た 。
一

方 ，

粘板 岩砕 石 の 場 合 ，媒 体試 料 比 0，2〜0，3， 石

灰岩 砕石 で 0．4 以 上 と な っ た 。砂利 に 比 べ 砕

石 は 骨材表面 の 凹 凸 に よ る モ ル タ ル の 付着力

が 強 い た め に ， 媒 体 量 を増 大 し ， す りも み 作

用 を向 ltさせ る こ と が 必要 で あ る。

　砂利 と粘板岩の 場合，絶乾密度 2，5g／cm3 で

高 い 回 収 率 を 示 し た が ， 石 灰 岩 骨材起 源 の も

の は 40％程 度 の 同収 率 に留ま っ た。今 回使 用 し

た 石 灰 岩砕岩 の BS 破 砕値が 大 き い こ と か ら ，

骨材 自体 が 破砕 されや す い た め と考え られ る 。

　  コ ン ク リ
ー

ト強度 の 影響

　粘 板 岩 の 普 通 強 度 と 高強 度 コ ン ク リー トか

ら 回 収 し た 再 生 粗骨材 の 媒体試 料比 と 絶乾密

度 の 関係 か ら（図
一3），JIS 品質 を満 足 す る 再 生

粗骨材 を 回収 す る た め に は ，媒 体量 の 増 大 が

必 要 で あ る こ とが 分か っ た。ま た，回 収 率 で

は （図
一4）， 絶 乾密度 2．5g／cm

’i
近 傍 で は ， 顕 著

な差違 で は な い が ，さ らに 品質 を高 め た 場 合

に は ，高強度 コ ン ク リ
ー

トで は 回 収 率が 低 下

す る 傾 向 に あ っ た 。

　
．一・

方 ， 石 灰 岩 骨材 を使 用 し た 高強度 コ ン ク

リ
ー

トの 場 合，モ ル タル 部分だ け で な く骨材

部分 も摩 砕 され て し ま い （写 真
一4），絶 乾密 度

2．5g／cm3 を達成 で きな か っ た。
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　 　 写真
一4　石 灰 岩起源の 再生粗骨材

　 3．2 再生細 骨材 の 回収結 果

　再 生 細骨材 の 絶乾密度 と吸水 率 の 関係 を図
一

5 に 示 す 。 再生 粗骨材 と同様に ， 絶乾密度 と吸

水 率 に は 一
次 の 相 関 が 認 め ら れ た 。媒 体 試 料

比 と絶 乾密 度 の 関 係 ，回 収 率 と絶乾 密 度 の 関
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図
一5　再生細骨材 の絶乾密度と吸水率の 関係
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図
一6　 再生細骨材の回 収にお ける媒体試糾比 と品質
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　 図
一7　再生繝 材の 回 収率と絶乾密度の 関係、

  原骨材 の 種 類 の 影響

　 山砂及 び海 砂起源 で ，JIS 品質 を満足 す る再

生細骨 材が 回 収 可能 であ る こ と が 確認 で きた。

　 絶乾密度 2．5g／cm3 で媒体試料比 を比較す る

と （図
一6），山砂 の 場 合 L6 程度 に 対 し，海 砂

の 場 合 ， 粘板岩粗骨材 で は 2．0 以上 ，石 灰岩

粗骨 材 で は，山砂 同様 の 1．6 程 度 とな っ た。

ま た ， 回収率で は ，山砂 の 90％ 以 上 に対 して，

海砂 で は 約 4G％程 度 で あ っ た （図
一7 ）。

　 こ れ らの 結 果 か ら ， 山砂 に 比 べ
， 海 砂 起 源

の 回収 率が 低 くなる こ と が 分 か っ た。原 骨 材

で あ る 海砂 の 絶 乾密 度 が 2．53g ／cm3 で 比 較的 小

さ か っ た こ と
， 貝殼 や 細粒 分 が 多 い こ とが 低

い 回 収 率 に な っ た 原 因 と 考 え て い る。

　 ま た ，再 生細 骨材 は ， 粗 骨 材 の 回 収 残 さ か

ら回 収す る た め に ，粗骨 材 の 回 収 の 影 響 を受

け る 。今回 ，粘 板岩 と石 灰 岩粗骨材 で は ，回

収 率 に 60％程度 の 差 異が あ る に も か か わ らず ，

細 骨 材 の 品 質 と回 収率 は大 差 な い 結果 とな っ

た 。 こ れ は ， 今 回使用 し た 石 灰 岩が 粉砕 され

て ， 微粉 と して 排 出 され たた め と考え られ る 。

　   コ ン ク リ
ー

ト強度 の 影響

　 粗骨 材 に 粘板岩 を 使用 し た も の で 、絶乾密

度 2．5g／cm3 の 品質
一

定 で 比較す る と ， 高強度

コ ン ク リー トの 方 が ， 10−・・20 ％高 い 回 収 率 に

な っ た 。 高強度 の 場 合 、再 生 粗骨 材 の 回 収 時

に 破砕 され た 粗 骨 材 片 が 、細骨 材 に 混 入 し た

た め と 考え られ る。

　 （3）商 品質 再生骨材 の 品質

　絶乾 密度 2．5g／cm3 以 上 で 絶乾 密度 の 異 な る

再生骨材の 品質試験結果を表
一8 と 9 に 示 す。

  高 品質再生粗骨材

　 高品 質 再 生 粗 骨材 の 品質 は ，

一
部 の 粒 度 分

布 を除 い て ，JIS 規格値 を満 足 し た。ま た ，砕

石 起源 の 再生粗骨材は ，す り もみ 処理 に よ り

粒形が改善され ， 粒形判定実積率で 約 6％ 増大

し た （原骨材 ； 57．8％）。

  高品 質再 生細骨 材

　海砂 起源 の 高品 質再 生 細骨 材 の 粒 度 範 囲 を

除い て ，JIS規格値を満足 した 。海砂 起源 の 細

骨材 の 粒度 分布 を図
一8 に 示 す 。
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　 こ れ に よ ると，O．3〜L2mm の 範囲 が減少 し ，

粗骨材 の 破砕片が 混人 し て 2．5〜5mm の 範囲が

増大 し た 不 連 続的 な粒 度 に な っ て い る。 コ ン

ク リ
ー ト用 骨 材 と し て 使 用 す る 場 合 に は ，混

合使 用 等 が 必 要 と な る。ま た ，モ ル タ ル 及 び

ペ ース ト付 着 率 を 総 プ ロ の 結 果
1〕

と 比 較 し て

も著 し く小 さく，品質が 高い こ と が 分 か る。
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図
一8　 高品質再生細骨材 （海砂起測 の 粒度分布

　 4．ま と め

　 以 上 の 結 果 を まと め る と次 の よ うに な る。

  加 熱 す り もみ法 に よ る 高 品 質 再 生 骨材 の 回

収 技術 は ，砂 利 及 び 砕石 ，山砂 及 び 海 砂 起 源

の 再 生骨材 に 適 用 で き る こ とを確 認 し た 。

  砕石 ，海砂 起源 の 再 生骨 材は ，媒体 量 を増

大 し，す りもみ 作用 を高 め る必 要 が ある。

  高強度 コ ン ク リー トで は ，媒体 量 を増大 す

る こ と で ，加 熱す り も み 法 に よ る 骨 材 回 収 技

術が 適 用 で き る こ と を確 認 し た。

  高 品 質 再 生 骨材 は ，普通骨 材 の JIS 規 格値

を満足 す る こ とを確認 で きた 。ま た 、砕 石 起

源 の 場 合、粗骨 材 の 粒形 が 改善 され ， コ ン ク

リー トの ワ
ー

カ ビ リテ ィ の 向上 が期 待 で きる。

  今 回使 用 し た 石灰 岩 砕 石 の 場 合，高品 質再

生粗 骨 材 の 回 収 率 が 低 く，高強度 コ ン ク リ
ー

トの 場 合，JIS規格値 を満足 す る こ とが で きな

か っ た 。今後，加熱 す り もみ 法 の 石 灰 岩 起 源

の 再 生骨 材 へ の 適 用性 に つ い て は，詳 細 な検

討 が 必 要 で ある。
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表 一8　 高 品 質 再 生 粗 骨 材 の 骨 材 試 験 結 果 と JIS 規格値 へ の 適用 性

原 骨 材 の起 源 及 び コンクリ
ー
ト強 度 砂 利 （普通 強度 ） 砕石 （普通 強度 ） 砕 石 （ 強　 ）

項 目 試験方 法 規　 値 G1G2G3G4 G5 章 G6G7
適合 性

絶乾密度 JISA 　IIIO25 ／cm 勉 上 2．532 ．582 　522 ．592 、50 2．53263 適 合

吸 水率 JISA 　111030 黠以 下 2，001 ，332 　932 、002 ．87 2．3フ 120 適
△

粒形判定 実積 串 JISA500555 覧以上 64．264562 ．260 ．863 ．060 ．561 ，6 適 合

粒度 JISA 　l102 榛準 粒度 2505粒 度 2505粒 度 2005 粒 度 2DO5 粒度 2DO5 粒 度 2005 粒 度　範 囲外
一部適合

微粒分1 JISA 　11031 ．0覧以下 0，130 ．110000 ．12 一 0．10001 適 合

ア肋 リシ肋反 応性
JISA5308

JISA 　鰡804
無害

無害

So ；60Ro
’238

無害

SG ；50Ro
・139

無害

0．037 一 一
無害

0．036 　 適 合

195 浮遊 不 純 物 量 JISA53081 、0黔以 下 0，410 ．210 、450 ．04 一 0000 ．00 適 合

BS砿砕値 JISA 　 II2140 篤以 下
一 一 10．95 ．5 24．117 、0 一 適 合

モル ル ・　　　 瓢 109551317 ．o 一 16．3 一
＊ 石灰 石 砕 石 測 定 値 無 し

表一9　高 品 質 再 生 細 骨 材 の 骨 材 試験結 果 と JIS規格値への 適用性

の　 　 及 　 コン リ
ー
ト 山　 （　 通　　 ）

S1S2S3s4 寧 S5
適 合 性

絶乾 密度 JISAllO925 　。m32 上 2、512 ．542 ．522 ．512 ．53 適合

鍛水 率 」 SA11093 ．5、以下 2772 ．312742 、35 281 適合

粒形 判定実 積率 JISA500553 瓢以 上 6L561661 ．563 ．O 60．7 適合

粒度 JISA1102 標準 粒度 標準粒 度 標準粒 度 範囲外 範囲 外 範囲 外
一
部適合

微粒 分量 J ｝SA1103 フ．0瓢以下 0．40Q ，48O ．851 ．B8 0．22 適合

塩化 物量 JISA5002O ，04覧以 下 0、000 ．00000 一 0．00 適合

ア肋 リシ励反 応性
JIS　A　5308
J｝SA1804

無害

無書

Sc ：13R
嘔．250

無 害

Sc 二 21Rc
．232

無書

0028 一
無害
0035 適合

1．95 浮遊不 純 物量 JISA53081 ．O鳬以 下 0330 ．10O 、05 一 0．05 適 合
A 一スト・　　 鴨 11、5106301 皿 一
＊ 石 灰 石砕 石 測 定値 無 し
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